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本号で公布された条例のあらまし 

 
◇栃木県林業大学校条例の制定（栃木県条例第29号） 

１ 設置（第１条関係） 

  林業に関する教育及び研修を行うことにより、本県における次代の林業を担う人材を育成するため、栃木

県林業大学校（以下「大学校」という。）を宇都宮市に設置することとしました。 

２ 課程及び修業年限（第２条関係） 

 ⑴ 大学校に就業前長期課程を置き、修業年限は１年とすることとしました。 

 ⑵ 大学校に研修課程を置き、林業者等に対する研修を行うこととしました。 

３ 入学の資格（第３条関係） 

  就業前長期課程に入学することができる者は、高等学校卒業程度の者とすることとしました。 

４ 入学及び研修受講の許可（第４条関係） 

  就業前長期課程に入学しようとする者及び研修課程で研修を受講しようとする者は、知事の許可を受けな

ければならないこととしました。 

５ 授業料（第５条関係） 

  就業前長期課程に入学した者は、授業料年額11万8,800円を納付しなければならないこととしました。 

６ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、令和６（2024）年４月１日から施行することとしました。 

 ⑵ 栃木県林業センター設置、管理及び使用料条例の一部を改正する条例は、廃止することとしました。 

◇職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正（栃木県条例第30号） 

１ 人事院規則９－129（東日本大震災及び東日本大震災以外の特定大規模災害等並びに新型コロナウイルス

感染症及び特定新型インフルエンザ等に対処するための人事院規則９－30（特殊勤務手当）の特例）の改正

に鑑み、特定新型インフルエンザ等に係る作業に従事した場合における防疫作業に従事する職員の特殊勤務

手当の支給に係る特例を設けることとしました。（第４条の２及び附則第２項関係） 

２ この条例は、公布の日から施行することとしました。 

◇災害派遣手当、武力攻撃災害等派遣手当及び新型インフルエンザ等緊急事態派遣手当の支給に関する条例の

一部改正（栃木県条例第31号） 

１ 新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部改正に伴い、特定新型インフルエンザ等対策派遣手当を支給

することができることとするため、所要の規定の整備をすることとしました。（題名、第１条～第３条及び

別表関係） 

２ この条例は、公布の日から施行し、改正後の規定は、令和５（2023）年９月１日から適用することとしま

した。 

◇会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例等の一部改正（栃木県条例第32号） 

１ 会計年度任用職員に対し勤勉手当を支給するため、次の条例について所要の規定の整備をすることとしま

した。 

 ⑴ 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例（第２条、第４条及び第８条関係） 

 ⑵ 会計年度任用学校職員の給与及び費用弁償に関する条例（第２条、第４条及び第８条関係） 

 ⑶ 栃木県企業局企業職員の給与の種類及び基準に関する条例（第19条関係） 

 ⑷ 職員の育児休業等に関する条例（第７条関係） 

２ この条例は、令和６（2024）年４月１日から施行することとしました。 

◇栃木県県税条例の一部改正（栃木県条例第33号） 

１ 災害により滅失又は損壊をした不動産に代わるものと知事が認める不動産の取得に対して課する不動産取

得税の減免に係る対象者の範囲を拡大することとしました。（第84条関係） 

２ 所要の規定の整備をすることとしました。 

３ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、一部を除き、公布の日から施行することとしました。 

 ⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇旅館業法施行条例及び栃木県手数料条例の一部改正（栃木県条例第34号） 

 旅館業法の一部改正に伴い、次のとおり改正することとしました。 
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本号で公布された条例のあらまし 

 
◇栃木県林業大学校条例の制定（栃木県条例第29号） 

１ 設置（第１条関係） 

  林業に関する教育及び研修を行うことにより、本県における次代の林業を担う人材を育成するため、栃木

県林業大学校（以下「大学校」という。）を宇都宮市に設置することとしました。 

２ 課程及び修業年限（第２条関係） 

 ⑴ 大学校に就業前長期課程を置き、修業年限は１年とすることとしました。 

 ⑵ 大学校に研修課程を置き、林業者等に対する研修を行うこととしました。 

３ 入学の資格（第３条関係） 

  就業前長期課程に入学することができる者は、高等学校卒業程度の者とすることとしました。 

４ 入学及び研修受講の許可（第４条関係） 

  就業前長期課程に入学しようとする者及び研修課程で研修を受講しようとする者は、知事の許可を受けな

ければならないこととしました。 

５ 授業料（第５条関係） 

  就業前長期課程に入学した者は、授業料年額11万8,800円を納付しなければならないこととしました。 

６ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、令和６（2024）年４月１日から施行することとしました。 

 ⑵ 栃木県林業センター設置、管理及び使用料条例の一部を改正する条例は、廃止することとしました。 

◇職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正（栃木県条例第30号） 

１ 人事院規則９－129（東日本大震災及び東日本大震災以外の特定大規模災害等並びに新型コロナウイルス

感染症及び特定新型インフルエンザ等に対処するための人事院規則９－30（特殊勤務手当）の特例）の改正

に鑑み、特定新型インフルエンザ等に係る作業に従事した場合における防疫作業に従事する職員の特殊勤務

手当の支給に係る特例を設けることとしました。（第４条の２及び附則第２項関係） 

２ この条例は、公布の日から施行することとしました。 

◇災害派遣手当、武力攻撃災害等派遣手当及び新型インフルエンザ等緊急事態派遣手当の支給に関する条例の

一部改正（栃木県条例第31号） 

１ 新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部改正に伴い、特定新型インフルエンザ等対策派遣手当を支給

することができることとするため、所要の規定の整備をすることとしました。（題名、第１条～第３条及び

別表関係） 

２ この条例は、公布の日から施行し、改正後の規定は、令和５（2023）年９月１日から適用することとしま

した。 

◇会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例等の一部改正（栃木県条例第32号） 

１ 会計年度任用職員に対し勤勉手当を支給するため、次の条例について所要の規定の整備をすることとしま

した。 

 ⑴ 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例（第２条、第４条及び第８条関係） 

 ⑵ 会計年度任用学校職員の給与及び費用弁償に関する条例（第２条、第４条及び第８条関係） 

 ⑶ 栃木県企業局企業職員の給与の種類及び基準に関する条例（第19条関係） 

 ⑷ 職員の育児休業等に関する条例（第７条関係） 

２ この条例は、令和６（2024）年４月１日から施行することとしました。 

◇栃木県県税条例の一部改正（栃木県条例第33号） 

１ 災害により滅失又は損壊をした不動産に代わるものと知事が認める不動産の取得に対して課する不動産取

得税の減免に係る対象者の範囲を拡大することとしました。（第84条関係） 

２ 所要の規定の整備をすることとしました。 

３ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、一部を除き、公布の日から施行することとしました。 

 ⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇旅館業法施行条例及び栃木県手数料条例の一部改正（栃木県条例第34号） 

 旅館業法の一部改正に伴い、次のとおり改正することとしました。 
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１ 旅館業法施行条例関係 

 ⑴ 事業譲渡による旅館業の営業者の地位の承継については、新規の許可を必要とせず、承認で足りるとさ

れたことに伴い、条例で定めることとされた清純な施設環境を保持すべき施設及び承認を与える場合に意

見を求める者について、許可の場合と同様とすることとしました。（第５条及び第６条関係） 

 ⑵ 所要の規定の整備をすることとしました。 

２ 栃木県手数料条例関係 

  事業譲渡による旅館業の営業者の地位の承継の承認に係る手数料の額を、合併、分割又は相続による営業

者の地位の承継の場合と同様とすることとしました。（別表第１関係） 

３ この条例は、規則で定める日から施行することとしました。 

◇食品衛生法施行条例の一部改正（栃木県条例第35号） 

１ 飲食店営業等の施設の基準を緩和することができることとするため、所要の規定の整備をすることとしま

した。（第３条及び第４条関係） 

２ この条例は、公布の日から施行することとしました。 

◇栃木県奥日光地区駐車場設置及び管理条例の一部改正（栃木県条例第36号） 

１ 立木第一駐車場等を日光市に設置すること等のため、所要の規定の整備をすることとしました。（第２

条、第２条の２及び別表関係） 

２ この条例は、令和６（2024）年４月１日から施行することとしました。 

◇栃木県次世代型路面電車システム整備事業支援基金条例の一部改正（栃木県条例第37号） 

１ 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の一部改正に伴い、所要の規定の整備をすることとしまし

た。（第１条関係） 

２ この条例は、公布の日から施行することとしました。 
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（
設
置
）

 

第
１
条

 
林
業
に
関
す
る
教
育
及
び
研
修
を
行
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こ
と
に
よ
り
、
本
県
に
お
け
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代
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を
育
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す
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４
条

 
就
業
前
長
期
課
程
に
入
学
し
よ
う
と
す
る
者
及
び
第
２
条
第
３
項
の
研
修
課
程
で
研
修
を
受
講
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
（
授
業
料
）

 

第
５
条

 
就
業
前
長
期
課
程
に
入
学
し
た
者
は
、
授
業
料
年
額

1
1
万

8
,
8
0
0
円
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
就
業
前
長
期
課
程
の
中
途
で
退
学
し
た
者
の
授
業
料

 

の
年
額
は
、
規
則
で
定
め
る
。

 

２
 
前
項
の
授
業
料
の
徴
収
方
法
は
、
規
則
で
定
め
る
。

 

（
授
業
料
の
免
除
）

 

第
６
条

 
知
事
は
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
授
業
料
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
（
規
則
へ
の
委
任
）

 

第
７
条

 
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
大
学
校
の
管
理
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

 

 
 

 
附
 
則

 

 
（
施
行
期
日
）

 

１
 
こ
の
条
例
は
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
及
び
附
則
第
３
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

（
栃
木
県
林
業
セ
ン
タ
ー
設
置
、
管
理
及
び
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
廃
止
）

 

２
 
栃
木
県
林
業
セ
ン
タ
ー
設
置
、
管
理
及
び
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
５
年
栃
木
県
条
例
第
５
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
0
0
 
 

 
（
準
備
行
為
）

 

３
 
第
４
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
関
し
必
要
な
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
林
業
木
材
産
業
課
）

 
 

 

 

 

附
 
則

 

 
 
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

 

る
。
）
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
か
ら
県
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
す
る
た
め
に

緊
急
に
行
わ
れ
た
措
置
に
係
る
作
業
で
あ
っ
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
に

従
事
し
た
と
き
は
、
防
疫
作
業
に
従
事
す
る
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
を
支
給
す
る
も

の
と
し
、
そ
の
額
は
、
従
事
し
た
日
１
日
に
つ
き

4
,
0
0
0
円
を
超
え
な
い
範
囲
で
人

事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
４
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。

 

 

 

 
 

  
 

  
 

 

  
 

 
 

 
 

 
栃
木
県
条
例
第

3
0
号

 

 
 

 
 
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和

2
7
年
栃
木
県
条
例
第
２
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

第
４
条

 
略

 

 

（
防
疫
作
業
に
従
事
す
る
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
特
例
）

 

第
４
条
の
２

 
職
員
が
、
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
（
平
成

2
4
年
法
律
第

3
1
号
）
第
２
条
第
１
号
に
規
定
す
る
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
で
、
当
該
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
係
る
同
法
第

2
2
条
第
１
項

に
規
定
す
る
都
道
府
県
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
も
の
（
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め

る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。
）
か
ら
県
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
す
る
た
め
に

行
わ
れ
た
措
置
に
係
る
作
業
で
あ
っ
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
に
従
事
し

た
と
き
は
、
防
疫
作
業
に
従
事
す
る
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
を
支
給
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
前
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

 

２
 
前
項
に
規
定
す
る
手
当
の
額
は
、
従
事
し
た
日
１
日
に
つ
き

4
,
0
0
0
円
を
超
え
な

い
範
囲
で
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

 

  
 

 
附

 
則

 

①
 
略

 

 

第
４
条

 
略

 

             
 

 
附

 
則

 

１
 
略

 

２
 
職
員
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属

の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
２
年
１
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関

に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
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附
 
則

 

 
 
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

 

る
。
）
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
か
ら
県
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
す
る
た
め
に

緊
急
に
行
わ
れ
た
措
置
に
係
る
作
業
で
あ
っ
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
に

従
事
し
た
と
き
は
、
防
疫
作
業
に
従
事
す
る
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
を
支
給
す
る
も

の
と
し
、
そ
の
額
は
、
従
事
し
た
日
１
日
に
つ
き

4
,
0
0
0
円
を
超
え
な
い
範
囲
で
人

事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
４
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。

 

 

 

 

 
 

 
 
附

 
則

 

 
 
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
災
害
派
遣
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
規
定
は
、
令
和
５
年
９
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
。

 

 

 

（
災
害
派
遣
手
当
、
武
力
攻
撃
災
害
等
派
遣
手
当
及
び
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
派
遣
手
当
）

 

第
２
条

 
災
害
応
急
対
策
等
派
遣
職
員
、
国
民
保
護
等
派
遣
職
員
又
は
特
定
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
派
遣
職
員
が
住
所
又
は
居
所
を
離
れ
て
栃
木
県
の
区
域
内
に
滞

在
す
る
こ
と
を
要
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
災
害
派
遣
手
当
、
武
力
攻
撃
災
害
等

派
遣
手
当
又
は
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
派
遣
手
当
と
し
て
、
滞
在
し
た

期
間
及
び
利
用
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
別
表
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
。

 

 

（
支
給
方
法
）

 

第
３
条

 
災
害
派
遣
手
当
、
武
力
攻
撃
災
害
等
派
遣
手
当
及
び
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
派
遣
手
当
の
支
給
方
法
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

 

 別
表
（
第
２
条
関
係
）

 

略
 

備
 
考

 

 
 
１

 
滞
在
し
た
期
間
と
は
、
災
害
応
急
対
策
等
派
遣
職
員
、
国
民
保
護
等
派
遣
職

員
又
は
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
派
遣
職
員
が
栃
木
県
の
区
域
内
に

到
着
し
た
日
か
ら
同
地
を
出
発
し
た
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。

 

 
 
２

 
略

 

 

（
災
害
派
遣
手
当
、
武
力
攻
撃
災
害
等
派
遣
手
当
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊

急
事
態
派
遣
手
当
）

 

第
２
条

 
災
害
応
急
対
策
等
派
遣
職
員
、
国
民
保
護
等
派
遣
職
員
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
派
遣
職
員
が
住
所
又
は
居
所
を
離
れ
て
栃
木
県
の
区
域
内
に
滞

在
す
る
こ
と
を
要
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
災
害
派
遣
手
当
、
武
力
攻
撃
災
害
等

派
遣
手
当
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
派
遣
手
当
と
し
て
、
滞
在
し
た

期
間
及
び
利
用
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
別
表
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
。

 

 

（
支
給
方
法
）

 

第
３
条

 
災
害
派
遣
手
当
、
武
力
攻
撃
災
害
等
派
遣
手
当
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
緊
急
事
態
派
遣
手
当
の
支
給
方
法
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

 

 別
表
（
第
２
条
関
係
）

 

略
 

備
 
考

 

 
 
１

 
滞
在
し
た
期
間
と
は
、
災
害
応
急
対
策
等
派
遣
職
員
、
国
民
保
護
等
派
遣
職

員
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
派
遣
職
員
が
栃
木
県
の
区
域
内
に

到
着
し
た
日
か
ら
同
地
を
出
発
し
た
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。

 

 
 
２

 
略

 

 

 
 

  
 

  
 

  
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
栃
木
県
条
例
第

3
1
号

 

 
 

 
 
災
害
派
遣
手
当
、
武
力
攻
撃
災
害
等
派
遣
手
当
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
派
遣
手
当
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

災
害
派
遣
手
当
、
武
力
攻
撃
災
害
等
派
遣
手
当
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
派
遣
手
当
の
支
給
に
関
す
る
条
例
（
昭
和

5
2
年
栃
木
県
条
例
第

2
8
号
）
の
一
部
を
次

 
 

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

 
 

 
災
害
派
遣
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
条
例

 

 

 （
趣
旨
）

 

第
１
条

 
こ
の
条
例
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
6
1
号
）
第

2
4
条
第
５

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和

3
6
年
法
律
第

2
2
3
号
）
第

3
2
条
第

１
項
に
規
定
す
る
派
遣
さ
れ
た
職
員
又
は
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律

（
平
成

2
5
年
法
律
第

5
5
号
）
第

5
6
条
第
１
項
に
規
定
す
る
派
遣
さ
れ
た
職
員
（
以
下

「
災
害
応
急
対
策
等
派
遣
職
員
」
と
い
う
。
）
に
支
給
す
る
災
害
派
遣
手
当
、
武
力

攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成

1
6
年
法

律
第

1
1
2
号
）
第

1
5
4
条
に
規
定
す
る
派
遣
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
国
民
保
護
等
派
遣

職
員
」
と
い
う
。
）
に
支
給
す
る
武
力
攻
撃
災
害
等
派
遣
手
当
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成

2
4
年
法
律
第

3
1
号
）
第

2
6
条
の
８
に
規
定
す
る

派
遣
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
派
遣
職
員
」
と
い

う
。
）
に
支
給
す
る
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
派
遣
手
当
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

 
 

 
災
害
派
遣
手
当
、
武
力
攻
撃
災
害
等
派
遣
手
当
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

緊
急
事
態
派
遣
手
当
の
支
給
に
関
す
る
条
例

 

 （
趣
旨
）

 

第
１
条

 
こ
の
条
例
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
6
1
号
）
第

2
4
条
第
５

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和

3
6
年
法
律
第

2
2
3
号
）
第

3
2
条
第

１
項
に
規
定
す
る
派
遣
さ
れ
た
職
員
又
は
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律

（
平
成

2
5
年
法
律
第

5
5
号
）
第

5
6
条
第
１
項
に
規
定
す
る
派
遣
さ
れ
た
職
員
（
以
下

「
災
害
応
急
対
策
等
派
遣
職
員
」
と
い
う
。
）
に
支
給
す
る
災
害
派
遣
手
当
、
武
力

攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成

1
6
年
法

律
第

1
1
2
号
）
第

1
5
4
条
に
規
定
す
る
派
遣
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
国
民
保
護
等
派
遣

職
員
」
と
い
う
。
）
に
支
給
す
る
武
力
攻
撃
災
害
等
派
遣
手
当
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成

2
4
年
法
律
第

3
1
号
）
第

4
4
条

 
 
に
規
定
す
る

派
遣
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
派
遣
職
員
」
と
い

う
。
）
に
支
給
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
派
遣
手
当
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
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附

 
則

 

 
 
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
災
害
派
遣
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
規
定
は
、
令
和
５
年
９
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
。

 

 

 

（
災
害
派
遣
手
当
、
武
力
攻
撃
災
害
等
派
遣
手
当
及
び
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
派
遣
手
当
）

 

第
２
条

 
災
害
応
急
対
策
等
派
遣
職
員
、
国
民
保
護
等
派
遣
職
員
又
は
特
定
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
派
遣
職
員
が
住
所
又
は
居
所
を
離
れ
て
栃
木
県
の
区
域
内
に
滞

在
す
る
こ
と
を
要
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
災
害
派
遣
手
当
、
武
力
攻
撃
災
害
等

派
遣
手
当
又
は
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
派
遣
手
当
と
し
て
、
滞
在
し
た

期
間
及
び
利
用
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
別
表
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
。

 

 

（
支
給
方
法
）

 

第
３
条

 
災
害
派
遣
手
当
、
武
力
攻
撃
災
害
等
派
遣
手
当
及
び
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
派
遣
手
当
の
支
給
方
法
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

 

 別
表
（
第
２
条
関
係
）

 

略
 

備
 
考

 

 
 
１

 
滞
在
し
た
期
間
と
は
、
災
害
応
急
対
策
等
派
遣
職
員
、
国
民
保
護
等
派
遣
職

員
又
は
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
派
遣
職
員
が
栃
木
県
の
区
域
内
に

到
着
し
た
日
か
ら
同
地
を
出
発
し
た
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。

 

 
 
２

 
略

 

 

（
災
害
派
遣
手
当
、
武
力
攻
撃
災
害
等
派
遣
手
当
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊

急
事
態
派
遣
手
当
）

 

第
２
条

 
災
害
応
急
対
策
等
派
遣
職
員
、
国
民
保
護
等
派
遣
職
員
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
派
遣
職
員
が
住
所
又
は
居
所
を
離
れ
て
栃
木
県
の
区
域
内
に
滞

在
す
る
こ
と
を
要
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
災
害
派
遣
手
当
、
武
力
攻
撃
災
害
等

派
遣
手
当
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
派
遣
手
当
と
し
て
、
滞
在
し
た

期
間
及
び
利
用
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
別
表
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
。

 

 

（
支
給
方
法
）

 

第
３
条

 
災
害
派
遣
手
当
、
武
力
攻
撃
災
害
等
派
遣
手
当
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
緊
急
事
態
派
遣
手
当
の
支
給
方
法
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

 

 別
表
（
第
２
条
関
係
）

 

略
 

備
 
考

 

 
 
１

 
滞
在
し
た
期
間
と
は
、
災
害
応
急
対
策
等
派
遣
職
員
、
国
民
保
護
等
派
遣
職

員
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
派
遣
職
員
が
栃
木
県
の
区
域
内
に

到
着
し
た
日
か
ら
同
地
を
出
発
し
た
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。

 

 
 
２

 
略

 

 

 
 

  
 

  
 

  
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
栃
木
県
条
例
第

3
2
号

 

 
 

 
 
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

 
 
（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

 

第
１
条

 
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
令
和
元
年
栃
木
県
条
例
第
８
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

（
定
義
）

 

第
２
条

 
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
給
与
」
と
は
、
法
第

2
2
条
の
２
第
１
項
第
１
号
に
掲

げ
る
職
員
（
以
下
「
第
１
号
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
報
酬
、
期
末
手
当
及

び
勤
勉
手
当
を
い
い
、
同
項
第
２
号
に
掲
げ
る
職
員
（
以
下
「
第
２
号
職
員
」
と
い

う
。
）
に
あ
っ
て
は
給
料
、
地
域
手
当
、
通
勤
手
当
、
超
過
勤
務
手
当
、
宿
日
直
手

当
、
夜
勤
手
当
、
休
日
給
、
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
を
い
う
。

 

 （
第
１
号
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）

 

第
４
条

 
６
月
１
日
及
び

1
2
月
１
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準

日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
第
１
号
職
員
（
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め

る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
期
末
手
当

及
び
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
１
月
以
内
に
退
職
し
、
又
は
死

亡
し
た
第
１
号
職
員
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

 

２
 
第
１
号
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
額
は
、
前
条
第
２
項
か
ら
第
４
項
ま

で
に
規
定
す
る
額
を
基
礎
と
し
て
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

出
し
た
額
と
す
る
。

 

３
 
略

 

 

（
第
２
号
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）

 

（
定
義
）

 

第
２
条

 
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
給
与
」
と
は
、
法
第

2
2
条
の
２
第
１
項
第
１
号
に
掲

げ
る
職
員
（
以
下
「
第
１
号
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
報
酬
及
び
期
末
手
当

あ
あ
あ
あ
あ
を
い
い
、
同
項
第
２
号
に
掲
げ
る
職
員
（
以
下
「
第
２
号
職
員
」
と
い

う
。
）
に
あ
っ
て
は
給
料
、
地
域
手
当
、
通
勤
手
当
、
超
過
勤
務
手
当
、
宿
日
直
手

当
、
夜
勤
手
当
、
休
日
給
及
び
期
末
手
当
あ
あ
あ
あ
あ
を
い
う
。

 

 （
第
１
号
職
員
の
期
末
手
当
）

 

第
４
条

 
６
月
１
日
及
び

1
2
月
１
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準

日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
第
１
号
職
員
（
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め

る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
期
末
手
当

及
び
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
１
月
以
内
に
退
職
し
、
又
は
死

亡
し
た
第
１
号
職
員
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

 

２
 
第
１
号
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
額
は
、
前
条
第
２
項
か
ら
第
４
項
ま

で
に
規
定
す
る
額
を
基
礎
と
し
て
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

出
し
た
額
と
す
る
。

 

３
 
略

 

 

（
第
２
号
職
員
の
期
末
手
当
）
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栃
木
県
条
例
第

3
2
号

 

 
 

 
 
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

 
 
（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

 

第
１
条

 
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
令
和
元
年
栃
木
県
条
例
第
８
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

（
定
義
）

 

第
２
条

 
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
給
与
」
と
は
、
法
第

2
2
条
の
２
第
１
項
第
１
号
に
掲

げ
る
職
員
（
以
下
「
第
１
号
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
報
酬
、
期
末
手
当
及

び
勤
勉
手
当
を
い
い
、
同
項
第
２
号
に
掲
げ
る
職
員
（
以
下
「
第
２
号
職
員
」
と
い

う
。
）
に
あ
っ
て
は
給
料
、
地
域
手
当
、
通
勤
手
当
、
超
過
勤
務
手
当
、
宿
日
直
手

当
、
夜
勤
手
当
、
休
日
給
、
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
を
い
う
。

 

 （
第
１
号
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）

 

第
４
条

 
６
月
１
日
及
び

1
2
月
１
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準

日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
第
１
号
職
員
（
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め

る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
期
末
手
当

及
び
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
１
月
以
内
に
退
職
し
、
又
は
死

亡
し
た
第
１
号
職
員
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

 

２
 
第
１
号
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
額
は
、
前
条
第
２
項
か
ら
第
４
項
ま

で
に
規
定
す
る
額
を
基
礎
と
し
て
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

出
し
た
額
と
す
る
。

 

３
 
略

 

 

（
第
２
号
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）

 

（
定
義
）

 

第
２
条

 
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
給
与
」
と
は
、
法
第

2
2
条
の
２
第
１
項
第
１
号
に
掲

げ
る
職
員
（
以
下
「
第
１
号
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
報
酬
及
び
期
末
手
当

あ
あ
あ
あ
あ
を
い
い
、
同
項
第
２
号
に
掲
げ
る
職
員
（
以
下
「
第
２
号
職
員
」
と
い

う
。
）
に
あ
っ
て
は
給
料
、
地
域
手
当
、
通
勤
手
当
、
超
過
勤
務
手
当
、
宿
日
直
手

当
、
夜
勤
手
当
、
休
日
給
及
び
期
末
手
当
あ
あ
あ
あ
あ
を
い
う
。

 

 （
第
１
号
職
員
の
期
末
手
当
）

 

第
４
条

 
６
月
１
日
及
び

1
2
月
１
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準

日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
第
１
号
職
員
（
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め

る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
期
末
手
当

及
び
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
１
月
以
内
に
退
職
し
、
又
は
死

亡
し
た
第
１
号
職
員
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

 

２
 
第
１
号
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
額
は
、
前
条
第
２
項
か
ら
第
４
項
ま

で
に
規
定
す
る
額
を
基
礎
と
し
て
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

出
し
た
額
と
す
る
。

 

３
 
略

 

 

（
第
２
号
職
員
の
期
末
手
当
）

 

 
 
（
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

 

第
２
条

 
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
令
和
元
年
栃
木
県
条
例
第

1
0
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

第
８
条

 
６
月
１
日
及
び

1
2
月
１
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準

日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
第
２
号
職
員
（
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め

る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
期
末
手
当

及
び
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
１
月
以
内
に
退
職
し
、
又
は
死

亡
し
た
第
２
号
職
員
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

 

２
 
第
２
号
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
額
は
、
第
６
条
第
１
項
又
は
第
２
項

に
規
定
す
る
額
を
基
礎
と
し
て
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出

し
た
額
と
す
る
。

 

３
 
略

 

第
８
条

 
６
月
１
日
及
び

1
2
月
１
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準

日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
第
２
号
職
員
（
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め

る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
期
末
手
当

及
び
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
１
月
以
内
に
退
職
し
、
又
は
死

亡
し
た
第
２
号
職
員
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

 

２
 
第
２
号
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
額
は
、
第
６
条
第
１
項
又
は
第
２
項

に
規
定
す
る
額
を
基
礎
と
し
て
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出

し
た
額
と
す
る
。

 

３
 
略

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

（
定
義
）

 

第
２
条

 
略

 

２
 
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
給
与
」
と
は
、
第
１
号
職
員
（
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員

の
う
ち
法
第

2
2
条
の
２
第
１
項
第
１
号
に
掲
げ
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に

あ
っ
て
は
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
を
い
い
、
第
２
号
職
員
（
会
計
年
度
任

用
学
校
職
員
の
う
ち
同
項
第
２
号
に
掲
げ
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
あ
っ

て
は
給
料
、
地
域
手
当
、
通
勤
手
当
、
へ
き
地
手
当
、
へ
き
地
手
当
に
準
ず
る
手

当
、
超
過
勤
務
手
当
、
宿
日
直
手
当
、
夜
勤
手
当
、
休
日
給
、
義
務
教
育
等
教
員
特

別
手
当
、
定
時
制
通
信
教
育
手
当
、
産
業
教
育
手
当
、
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
を

い
う
。

 

 

（
第
１
号
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）

 

第
４
条

 
６
月
１
日
及
び

1
2
月
１
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準

日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
第
１
号
職
員
（
教
育
委
員
会
が
人
事
委
員

会
と
協
議
し
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の

基
準
日
前
１
月
以
内
に
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
第
１
号
職
員
に
つ
い
て
も
、
同
様

と
す
る
。

 

２
 
第
１
号
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
額
は
、
前
条
第
２
項
か
ら
第
４
項
ま

（
定
義
）

 

第
２
条

 
略

 

２
 
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
給
与
」
と
は
、
第
１
号
職
員
（
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員

の
う
ち
法
第

2
2
条
の
２
第
１
項
第
１
号
に
掲
げ
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に

あ
っ
て
は
報
酬
及
び
期
末
手
当
あ
あ
あ
あ
あ
を
い
い
、
第
２
号
職
員
（
会
計
年
度
任

用
学
校
職
員
の
う
ち
同
項
第
２
号
に
掲
げ
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
あ
っ

て
は
給
料
、
地
域
手
当
、
通
勤
手
当
、
へ
き
地
手
当
、
へ
き
地
手
当
に
準
ず
る
手

当
、
超
過
勤
務
手
当
、
宿
日
直
手
当
、
夜
勤
手
当
、
休
日
給
、
義
務
教
育
等
教
員
特

別
手
当
、
定
時
制
通
信
教
育
手
当
、
産
業
教
育
手
当
及
び
期
末
手
当
あ
あ
あ
あ
あ
を

い
う
。

 

 

（
第
１
号
職
員
の
期
末
手
当
）

 

第
４
条

 
６
月
１
日
及
び

1
2
月
１
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準

日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
第
１
号
職
員
（
教
育
委
員
会
が
人
事
委
員

会
と
協
議
し
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の

基
準
日
前
１
月
以
内
に
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
第
１
号
職
員
に
つ
い
て
も
、
同
様

と
す
る
。

 

２
 
第
１
号
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
額
は
、
前
条
第
２
項
か
ら
第
４
項
ま
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（
栃
木
県
企
業
局
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

 

第
３
条

 
栃
木
県
企
業
局
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
昭
和

4
1
年
栃
木
県
条
例
第

5
3
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

で
に
規
定
す
る
額
を
基
礎
と
し
て
、
教
育
委
員
会
が
人
事
委
員
会
と
協
議
し
て
教
育

委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
額
と
す
る
。

 

３
 
略

 

 

（
第
２
号
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）

 

第
８
条

 
６
月
１
日
及
び

1
2
月
１
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準

日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
第
２
号
職
員
（
教
育
委
員
会
が
人
事
委
員

会
と
協
議
し
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の

基
準
日
前
１
月
以
内
に
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
第
２
号
職
員
に
つ
い
て
も
、
同
様

と
す
る
。

 

２
 
第
２
号
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
額
は
、
第
６
条
第
１
項
又
は
第
２
項

に
規
定
す
る
額
を
基
礎
と
し
て
、
教
育
委
員
会
が
人
事
委
員
会
と
協
議
し
て
教
育
委

員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
額
と
す
る
。

 

３
 
略

 

で
に
規
定
す
る
額
を
基
礎
と
し
て
、
教
育
委
員
会
が
人
事
委
員
会
と
協
議
し
て
教
育

委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
額
と
す
る
。

 

３
 
略

 

 

（
第
２
号
職
員
の
期
末
手
当
）

 

第
８
条

 
６
月
１
日
及
び

1
2
月
１
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準

日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
第
２
号
職
員
（
教
育
委
員
会
が
人
事
委
員

会
と
協
議
し
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の

基
準
日
前
１
月
以
内
に
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
第
２
号
職
員
に
つ
い
て
も
、
同
様

と
す
る
。

 

２
 
第
２
号
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
額
は
、
第
６
条
第
１
項
又
は
第
２
項

に
規
定
す
る
額
を
基
礎
と
し
て
、
教
育
委
員
会
が
人
事
委
員
会
と
協
議
し
て
教
育
委

員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
額
と
す
る
。

 

３
 
略

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

（
非
常
勤
職
員
等
の
給
与
）

 

第
1
9
条

 
企
業
職
員
で
職
員
以
外
の
も
の
（
地
方
公
務
員
法
第

2
2
条
の
２
第
１
項
に
規

定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
に
限
る
。
）
の
給
与
の
種
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
し
、
給
与
の
額
及
び
そ
の
支
給
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、
職
員
の
給
与
と
の
権
衡
を
考
慮
し
、
管
理
者
の
権
限
を
行
う

知
事
が
定
め
る
。

 

(
1
)
a
地
方
公
務
員
法
第

2
2
条
の
２
第
１
項
第
１
号
に
掲
げ
る
者

 
給
料
、
地
域
手

当
、
通
勤
手
当
、
超
過
勤
務
手
当
、
休
日
給
、
夜
勤
手
当
、
宿
日
直
手
当
、
期
末

手
当
及
び
勤
勉
手
当

 

(
2
)
a
地
方
公
務
員
法
第

2
2
条
の
２
第
１
項
第
２
号
に
掲
げ
る
者

 
給
料
、
地
域
手

当
、
通
勤
手
当
、
超
過
勤
務
手
当
、
休
日
給
、
夜
勤
手
当
、
宿
日
直
手
当
、
期
末

手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
退
職
手
当

 

２
 
略

 

（
非
常
勤
職
員
等
の
給
与
）

 

第
1
9
条

 
企
業
職
員
で
職
員
以
外
の
も
の
（
地
方
公
務
員
法
第

2
2
条
の
２
第
１
項
に
規

定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
に
限
る
。
）
の
給
与
の
種
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
し
、
給
与
の
額
及
び
そ
の
支
給
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、
職
員
の
給
与
と
の
権
衡
を
考
慮
し
、
管
理
者
の
権
限
を
行
う

知
事
が
定
め
る
。

 

(
1
)
a
地
方
公
務
員
法
第

2
2
条
の
２
第
１
項
第
１
号
に
掲
げ
る
者

 
給
料
、
地
域
手

当
、
通
勤
手
当
、
超
過
勤
務
手
当
、
休
日
給
、
夜
勤
手
当
、
宿
日
直
手
当
及
び
期

末
手
当
あ
あ
あ
あ
あ

 

(
2
)
a
地
方
公
務
員
法
第

2
2
条
の
２
第
１
項
第
２
号
に
掲
げ
る
者

 
給
料
、
地
域
手

当
、
通
勤
手
当
、
超
過
勤
務
手
当
、
休
日
給
、
夜
勤
手
当
、
宿
日
直
手
当
、
期
末

手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
退
職
手
当

 

２
 
略

 

 
 
（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

 

第
４
条

 
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
４
年
栃
木
県
条
例
第
２
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
 
附

 
則

 

 
 
こ
の
条
例
は
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

 
（
人
事
課
）

 
 

 

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

（
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
期
末
手
当
等
の
支
給
）

 

第
７
条

 
略

 

２
 
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第

2
0
条
の
４
第
１
項
に
規
定
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準

日
に
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
6
1
号
）

第
2
2
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
基
準

日
以
前
６
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
勤
務
し
た
期
間
が
あ
る
職
員
に
は
、
当
該
基

準
日
に
係
る
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
。

 

 

（
育
児
休
業
を
し
た
職
員
の
職
務
復
帰
後
に
お
け
る
号
給
の
調
整
）

 

第
８
条

 
育
児
休
業
を
し
た
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
6
1
号
）
第

2
2
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
）
が
職
務
に
復
帰
し

た
場
合
に
お
い
て
、
他
の
職
員
と
の
均
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

当
該
育
児
休
業
を
し
た
期
間
を

1
0
0
分
の

1
0
0
以
下
の
換
算
率
に
よ
り
換
算
し
て
得
た

期
間
を
引
き
続
き
勤
務
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
人
事
委
員
会
規
則
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
号
給
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
期
末
手
当
等
の
支
給
）

 

第
７
条

 
略

 

２
 
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第

2
0
条
の
４
第
１
項
に
規
定
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準

日
に
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
6
1
号
）

第
2
2
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
基
準

日
以
前
６
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
勤
務
し
た
期
間
が
あ
る
職
員
に
は
、
当
該
基

準
日
に
係
る
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
。

 

 

（
育
児
休
業
を
し
た
職
員
の
職
務
復
帰
後
に
お
け
る
号
給
の
調
整
）

 

第
８
条

 
育
児
休
業
を
し
た
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
6
1
号
）
第

2
2
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
）
が
職
務
に
復
帰
し

た
場
合
に
お
い
て
、
他
の
職
員
と
の
均
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

当
該
育
児
休
業
を
し
た
期
間
を

1
0
0
分
の

1
0
0
以
下
の
換
算
率
に
よ
り
換
算
し
て
得
た

期
間
を
引
き
続
き
勤
務
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
人
事
委
員
会
規
則
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
号
給
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

 

第
４
条

 
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
４
年
栃
木
県
条
例
第
２
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
 
附

 
則

 

 
 
こ
の
条
例
は
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

 
（
人
事
課
）

 
 

 

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

（
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
期
末
手
当
等
の
支
給
）

 

第
７
条

 
略

 

２
 
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第

2
0
条
の
４
第
１
項
に
規
定
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準

日
に
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
6
1
号
）

第
2
2
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
基
準

日
以
前
６
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
勤
務
し
た
期
間
が
あ
る
職
員
に
は
、
当
該
基

準
日
に
係
る
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
。

 

 

（
育
児
休
業
を
し
た
職
員
の
職
務
復
帰
後
に
お
け
る
号
給
の
調
整
）

 

第
８
条

 
育
児
休
業
を
し
た
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
6
1
号
）
第

2
2
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
）
が
職
務
に
復
帰
し

た
場
合
に
お
い
て
、
他
の
職
員
と
の
均
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

当
該
育
児
休
業
を
し
た
期
間
を

1
0
0
分
の

1
0
0
以
下
の
換
算
率
に
よ
り
換
算
し
て
得
た

期
間
を
引
き
続
き
勤
務
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
人
事
委
員
会
規
則
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
号
給
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
期
末
手
当
等
の
支
給
）

 

第
７
条

 
略

 

２
 
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第

2
0
条
の
４
第
１
項
に
規
定
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準

日
に
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
6
1
号
）

第
2
2
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
基
準

日
以
前
６
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
勤
務
し
た
期
間
が
あ
る
職
員
に
は
、
当
該
基

準
日
に
係
る
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
。

 

 

（
育
児
休
業
を
し
た
職
員
の
職
務
復
帰
後
に
お
け
る
号
給
の
調
整
）

 

第
８
条

 
育
児
休
業
を
し
た
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
6
1
号
）
第

2
2
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
）
が
職
務
に
復
帰
し

た
場
合
に
お
い
て
、
他
の
職
員
と
の
均
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

当
該
育
児
休
業
を
し
た
期
間
を

1
0
0
分
の

1
0
0
以
下
の
換
算
率
に
よ
り
換
算
し
て
得
た

期
間
を
引
き
続
き
勤
務
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
人
事
委
員
会
規
則
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
号
給
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

 
 

  
 

  
 

  
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
栃
木
県
条
例
第

3
3
号

 

 
 

 
 
栃
木
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

栃
木
県
県
税
条
例
（
平
成

1
7
年
栃
木
県
条
例
第
５
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

 
（
不
動
産
取
得
税
の
減
免
）

 

第
8
4
条

 
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
、
災
害
に
よ
り
滅
失
又

は
損
壊
を
し
た
不
動
産
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
被
災
不
動
産
」
と
い

う
。
）
あ
あ
あ
あ
あ

 
 

 
 

 
 

 
に
代
わ
る
も
の
と
知
事
が
認
め
る
不
動
産

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
代
替
不
動
産
」
と
い
う
。
）
を
当
該
滅
失
又
は
損
壊
を

し
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
取
得
し
た
場
合
に
は
、
当
該
代
替
不
動
産
の
取
得
に
対
し

て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

(
1
)
0
被
災
不
動
産
の
所
有
者

 

(
2
)
0
被
災
不
動
産
の
所
有
者
（
こ
の
号
に
規
定
す
る
相
続
人
を
含
む
。
）
が
個
人
で

あ
る
場
合
に
お
い
て
そ
の
者
に
つ
い
て
相
続
が
あ
っ
た
と
き
に
お
け
る
そ
の
者
の

相
続
人

 

(
3
)
0
代
替
不
動
産
に
個
人
で
あ
る
被
災
不
動
産
の
所
有
者
と
同
居
す
る
そ
の
者
の
３

親
等
内
の
親
族

 

(
4
)
0
被
災
不
動
産
の
所
有
者
（
こ
の
号
に
規
定
す
る
合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し
く

は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
又
は
分
割
承
継
法
人
（
法
人
税
法
第
２
条
第

1
2

号
の
３
に
規
定
す
る
分
割
承
継
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
含
む
。
）
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
人
が
合
併
に
よ
り
消
滅
し

た
と
き
に
お
け
る
そ
の
合
併
に
係
る
合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ

り
設
立
さ
れ
た
法
人
又
は
当
該
法
人
が
分
割
に
よ
り
被
災
不
動
産
に
係
る
事
業
を

承
継
さ
せ
た
と
き
に
お
け
る
そ
の
分
割
に
係
る
分
割
承
継
法
人

 

 
（
不
動
産
取
得
税
の
減
免
）

 

第
8
4
条

 
知
事
は

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
、
災
害
に
よ
り
滅
失
又

は
損
壊
を
し
た
不
動
産
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
被
災
不
動
産
」
と
い

う
。
）
の
所
有
者
が
当
該
被
災
不
動
産
に
代
わ
る
も
の
と
知
事
が
認
め
る
不
動
産

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
代
替
不
動
産
」
と
い
う
。
）
を
当
該
滅
失
又
は
損
壊
を

し
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
取
得
し
た
場
合
に
は
、
当
該
代
替
不
動
産
の
取
得
に
対
し

て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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栃
木
県
条
例
第

3
3
号

 

 
 

 
 
栃
木
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

栃
木
県
県
税
条
例
（
平
成

1
7
年
栃
木
県
条
例
第
５
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

 
（
不
動
産
取
得
税
の
減
免
）

 

第
8
4
条

 
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
、
災
害
に
よ
り
滅
失
又

は
損
壊
を
し
た
不
動
産
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
被
災
不
動
産
」
と
い

う
。
）
あ
あ
あ
あ
あ

 
 

 
 

 
 

 
に
代
わ
る
も
の
と
知
事
が
認
め
る
不
動
産

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
代
替
不
動
産
」
と
い
う
。
）
を
当
該
滅
失
又
は
損
壊
を

し
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
取
得
し
た
場
合
に
は
、
当
該
代
替
不
動
産
の
取
得
に
対
し

て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

(
1
)
0
被
災
不
動
産
の
所
有
者

 

(
2
)
0
被
災
不
動
産
の
所
有
者
（
こ
の
号
に
規
定
す
る
相
続
人
を
含
む
。
）
が
個
人
で

あ
る
場
合
に
お
い
て
そ
の
者
に
つ
い
て
相
続
が
あ
っ
た
と
き
に
お
け
る
そ
の
者
の

相
続
人

 

(
3
)
0
代
替
不
動
産
に
個
人
で
あ
る
被
災
不
動
産
の
所
有
者
と
同
居
す
る
そ
の
者
の
３

親
等
内
の
親
族

 

(
4
)
0
被
災
不
動
産
の
所
有
者
（
こ
の
号
に
規
定
す
る
合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し
く

は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
又
は
分
割
承
継
法
人
（
法
人
税
法
第
２
条
第

1
2

号
の
３
に
規
定
す
る
分
割
承
継
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
含
む
。
）
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
人
が
合
併
に
よ
り
消
滅
し

た
と
き
に
お
け
る
そ
の
合
併
に
係
る
合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ

り
設
立
さ
れ
た
法
人
又
は
当
該
法
人
が
分
割
に
よ
り
被
災
不
動
産
に
係
る
事
業
を

承
継
さ
せ
た
と
き
に
お
け
る
そ
の
分
割
に
係
る
分
割
承
継
法
人

 

 
（
不
動
産
取
得
税
の
減
免
）

 

第
8
4
条

 
知
事
は

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
、
災
害
に
よ
り
滅
失
又

は
損
壊
を
し
た
不
動
産
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
被
災
不
動
産
」
と
い

う
。
）
の
所
有
者
が
当
該
被
災
不
動
産
に
代
わ
る
も
の
と
知
事
が
認
め
る
不
動
産

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
代
替
不
動
産
」
と
い
う
。
）
を
当
該
滅
失
又
は
損
壊
を

し
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
取
得
し
た
場
合
に
は
、
当
該
代
替
不
動
産
の
取
得
に
対
し

て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

             

附
 
則

 

 
１

 
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第

8
6
条
の
改
正
規
定
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

 
２

 
改
正
後
の
第

8
4
条
第
１
項
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
不
動
産
の
取
得

 

 
 
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

 

 
（
税
務
課
）

 
 

 

 

(
5
)
 
前
各
号
に
準
ず
る
者
と
し
て
知
事
が
認
め
る
者

 

２
～
４

 
略

 

 第
8
6
条

 
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て

は
、
不
動
産
取
得
税
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
(
1
)
 
略

 

(
2
)
0
私
立
学
校
法
（
昭
和

2
4
年
法
律
第

2
7
0
号
）
第
３
条
（
定
義
）
に
規
定
す
る
学

校
法
人
又
は
同
法
第

1
5
2
条
第
５
項
（
私
立
専
修
学
校
等
）
に
規
定
す
る
法
人

（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
学
校
法
人
等
」
と
い
う
。
）
を
設
立
し
よ
う
と
す
る

者
が
当
該
学
校
法
人
等
の
設
置
す
る
学
校
に
お
い
て
直
接
保
育
又
は
教
育
の
用
に

供
す
る
た
め
の
不
動
産
を
取
得
し
、
当
該
不
動
産
を
そ
の
取
得
の
日
か
ら
１
年
以

内
に
当
該
学
校
法
人
等
に
譲
渡
し
た
と
き
に
お
け
る
当
該
学
校
法
人
等
を
設
立
し

よ
う
と
す
る
者
に
よ
る
当
該
不
動
産
の
取
得
（
第
４
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
。
）

 

(
3
)
～

(
1
0
)
 
略

 

２
・
３

 
略

 

 ２
～
４

 
略

 

 第
8
6
条

 
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て

は
、
不
動
産
取
得
税
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
(
1
)
 
略

 

(
2
)
0
私
立
学
校
法
（
昭
和

2
4
年
法
律
第

2
7
0
号
）
第
３
条
（
定
義
）
に
規
定
す
る
学

校
法
人
又
は
同
法
第

6
4
条
第
４
項

 
（
私
立
専
修
学
校
等
）
に
規
定
す
る
法
人

（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
学
校
法
人
等
」
と
い
う
。
）
を
設
立
し
よ
う
と
す
る

者
が
当
該
学
校
法
人
等
の
設
置
す
る
学
校
に
お
い
て
直
接
保
育
又
は
教
育
の
用
に

供
す
る
た
め
の
不
動
産
を
取
得
し
、
当
該
不
動
産
を
そ
の
取
得
の
日
か
ら
１
年
以

内
に
当
該
学
校
法
人
等
に
譲
渡
し
た
と
き
に
お
け
る
当
該
学
校
法
人
等
を
設
立
し

よ
う
と
す
る
者
に
よ
る
当
該
不
動
産
の
取
得
（
第
４
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
。
）

 

(
3
)
～

(
1
0
)
 
略

 

２
・
３

 
略

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
0
0
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

  
 

 

  
 

 
 

 
栃
木
県
条
例
第

3
4
号

 

 
 

 
 
旅
館
業
法
施
行
条
例
及
び
栃
木
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

 
 
（
旅
館
業
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正
）

 
 

 
第
１
条

 
旅
館
業
法
施
行
条
例
（
昭
和

3
3
年
栃
木
県
条
例
第

4
3
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

 
（
学
校
等
に
類
す
る
施
設
）

 

第
５
条

 
法
第
３
条
第
３
項
第
３
号
（
法
第
３
条
の
２
第
２
項
、
第
３
条
の
３
第
２
項

及
び
第
３
条
の
４
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
条

例
で
定
め
る
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

(
1
)
～

(
3
)
 
略

 

２
 
略

 

  
（
許
可
等
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
者
）

 

第
６
条

 
法
第
３
条
第
４
項
（
法
第
３
条
の
２
第
２
項
、
第
３
条
の
３
第
２
項
及
び
第

３
条
の
４
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
前
条
第

１
項
に
定
め
る
施
設
に
つ
い
て
知
事
が
意
見
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

 

 
(
1
)
～

(
3
)
 
略

 

  
（
宿
泊
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
事
由
）

 

第
1
4
条

 
法
第
５
条
第
１
項
第
４
号
の
規
定
に
よ
る
宿
泊
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
事
由

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

 
 
(
1
)
・

(
2
)
 
略

 

 
（
学
校
等
に
類
す
る
施
設
）

 

第
５
条

 
法
第
３
条
第
３
項
第
３
号
（
法
第
３
条
の
２
第
２
項
及
び
第
３
条
の
３
第
３

項
 

 
 

 
 

 
 

 
 
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
条

例
で
定
め
る
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

(
1
)
～

(
3
)
 
略

 

２
 
略

 

  
（
許
可
等
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
者
）

 

第
６
条

 
法
第
３
条
第
４
項
（
法
第
３
条
の
２
第
２
項
及
び
第
３
条
の
３
第
３
項
あ
あ

あ
あ
あ
あ

 
 
あ
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
前
条
第

１
項
に
定
め
る
施
設
に
つ
い
て
知
事
が
意
見
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

 

(
1
)
～

(
3
)
 
略

 
 

 （
宿
泊
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
事
由
）

 

第
1
4
条

 
法
第
５
条
第
３
号
あ
あ
あ
の
規
定
に
よ
る
宿
泊
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
事
由

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

(
1
)
・

(
2
)
 
略
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0
0
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

  
 

 

  
 

 
 

 
栃
木
県
条
例
第

3
4
号

 

 
 

 
 
旅
館
業
法
施
行
条
例
及
び
栃
木
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

 
 
（
旅
館
業
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正
）

 
 

 
第
１
条

 
旅
館
業
法
施
行
条
例
（
昭
和

3
3
年
栃
木
県
条
例
第

4
3
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

 
（
学
校
等
に
類
す
る
施
設
）

 

第
５
条

 
法
第
３
条
第
３
項
第
３
号
（
法
第
３
条
の
２
第
２
項
、
第
３
条
の
３
第
２
項

及
び
第
３
条
の
４
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
条

例
で
定
め
る
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

(
1
)
～

(
3
)
 
略

 

２
 
略

 

  
（
許
可
等
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
者
）

 

第
６
条

 
法
第
３
条
第
４
項
（
法
第
３
条
の
２
第
２
項
、
第
３
条
の
３
第
２
項
及
び
第

３
条
の
４
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
前
条
第

１
項
に
定
め
る
施
設
に
つ
い
て
知
事
が
意
見
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

 

 
(
1
)
～

(
3
)
 
略

 

  
（
宿
泊
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
事
由
）

 

第
1
4
条

 
法
第
５
条
第
１
項
第
４
号
の
規
定
に
よ
る
宿
泊
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
事
由

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

 
 
(
1
)
・

(
2
)
 
略

 

 
（
学
校
等
に
類
す
る
施
設
）

 

第
５
条

 
法
第
３
条
第
３
項
第
３
号
（
法
第
３
条
の
２
第
２
項
及
び
第
３
条
の
３
第
３

項
 

 
 

 
 

 
 

 
 
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
条

例
で
定
め
る
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

(
1
)
～

(
3
)
 
略

 

２
 
略

 

  
（
許
可
等
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
者
）

 

第
６
条

 
法
第
３
条
第
４
項
（
法
第
３
条
の
２
第
２
項
及
び
第
３
条
の
３
第
３
項
あ
あ

あ
あ
あ
あ

 
 
あ
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
前
条
第

１
項
に
定
め
る
施
設
に
つ
い
て
知
事
が
意
見
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

 

(
1
)
～

(
3
)
 
略

 
 

 （
宿
泊
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
事
由
）

 

第
1
4
条

 
法
第
５
条
第
３
号
あ
あ
あ
の
規
定
に
よ
る
宿
泊
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
事
由

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

(
1
)
・

(
2
)
 
略

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
0
0
 
 

 
 
（
栃
木
県
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
）

 
 

 
第
２
条

 
栃
木
県
手
数
料
条
例
（
昭
和

3
1
年
栃
木
県
条
例
第
１
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
 
附

 
則

 

 
 
こ
の
条
例
は
、
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

別
表
第
１
（
第
２
条
、
第
３
条
、
第
５
条
関
係
）

 

？
事

務
？

 
？

金
額

？
 

１
～

1
0
6
 
略

 

1
0
7
0
旅
館
業
法
第
３
条
の
２
第
１
項
、

 

あ
第
３
条
の
３
第
１
項
又
は
第
３
条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
旅
館

業
の
許
可
を
受
け
た
地
位
の
承
継
の

承
認
の
申
請
に
対
す
る
審
査

 

略
 

1
0
8
～

5
1
7
 
略

 

あ
備
考

 
略

 

別
表
第
１
（
第
２
条
、
第
３
条
、
第
５
条
関
係
）

 

？
事

務
？

 
？

金
額

？
 

１
～

1
0
6
 
略

 

1
0
7
0
旅
館
業
法
第
３
条
の
２
第
１
項
又

は
第
３
条
の
３
第
１
項
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
の
規
定
に
基
づ
く
旅
館

業
の
許
可
を
受
け
た
地
位
の
承
継
の

承
認
の
申
請
に
対
す
る
審
査

 

略
 

1
0
8
～

5
1
7
 
略

 

あ
備
考

 
略

 

 



（12） 号外第52号令和５（2023）年10月17日　火曜日 栃 木 県 公 報

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
0
0
 
 

 
 
（
栃
木
県
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
）

 
 

 
第
２
条

 
栃
木
県
手
数
料
条
例
（
昭
和

3
1
年
栃
木
県
条
例
第
１
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
 
附

 
則

 

 
 
こ
の
条
例
は
、
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

別
表
第
１
（
第
２
条
、
第
３
条
、
第
５
条
関
係
）

 

？
事

務
？

 
？

金
額

？
 

１
～

1
0
6
 
略

 

1
0
7
0
旅
館
業
法
第
３
条
の
２
第
１
項
、

 

あ
第
３
条
の
３
第
１
項
又
は
第
３
条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
旅
館

業
の
許
可
を
受
け
た
地
位
の
承
継
の

承
認
の
申
請
に
対
す
る
審
査

 

略
 

1
0
8
～

5
1
7
 
略

 

あ
備
考

 
略

 

別
表
第
１
（
第
２
条
、
第
３
条
、
第
５
条
関
係
）

 

？
事

務
？

 
？

金
額

？
 

１
～

1
0
6
 
略

 

1
0
7
0
旅
館
業
法
第
３
条
の
２
第
１
項
又

は
第
３
条
の
３
第
１
項
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
の
規
定
に
基
づ
く
旅
館

業
の
許
可
を
受
け
た
地
位
の
承
継
の

承
認
の
申
請
に
対
す
る
審
査

 

略
 

1
0
8
～

5
1
7
 
略

 

あ
備
考

 
略

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
0
0
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

  
 

 

  
 

 
 

 
栃
木
県
条
例
第

3
5
号

 

 
 

 
 
食
品
衛
生
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

食
品
衛
生
法
施
行
条
例
（
令
和
３
年
栃
木
県
条
例
第
４
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

附
 
則

 

 
 
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

 
（
生
活
衛
生
課
）

 
 

 

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

 
（
営
業
の
施
設
の
基
準
）

 

第
３
条

 
略

 

２
 
知
事
は
、
営
業
の
形
態
そ
の
他
の
状
況
に
よ
り
公
衆
衛
生
上
支
障
が
な
い
と
認
め

る
と
き
は
、
前
項
の
基
準
の
一
部
を
適
用
せ
ず
、
又
は
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
  
（
省
令
が
改
正
さ
れ
た
場
合
の
措
置
）

 
第
４
条

 
省
令
第

3
6
条
又
は
第

6
6
条
の
７
の
規
定
（
以
下
「
設
備
等
関
係
規
定
」
と
い

う
。
）
が
改
正
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
第
２
条
及
び
前
条
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
当
該
設
備
等
関
係
規
定
の
改
正
の
際
の
経
過
措
置
の
規
定
が
定
め
ら
れ

た
と
き
に
あ
っ
て
は
当
該
経
過
措
置
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
し
、
当
該
経
過
措

置
の
規
定
が
定
め
ら
れ
な
い
と
き
に
あ
っ
て
は
知
事
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該

改
正
前
の
設
備
等
関
係
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
（
営
業
の
施
設
の
基
準
）

 

第
３
条

 
略

 

    
（
省
令
が
改
正
さ
れ
た
場
合
の
措
置
）

 
第
４
条

 
省
令
第

3
6
条
又
は
第

6
6
条
の
７
の
規
定
（
以
下
「
設
備
等
関
係
規
定
」
と
い

う
。
）
が
改
正
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
前
２
条
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
当
該
設
備
等
関
係
規
定
の
改
正
の
際
の
経
過
措
置
の
規
定
が
定
め
ら
れ

た
と
き
に
あ
っ
て
は
当
該
経
過
措
置
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
し
、
当
該
経
過
措

置
の
規
定
が
定
め
ら
れ
な
い
と
き
に
あ
っ
て
は
知
事
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該

改
正
前
の
設
備
等
関
係
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

 
 

  
 
 

  
 

 

  
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
栃
木
県
条
例
第

3
6
号

 

 
 

 
 
栃
木
県
奥
日
光
地
区
駐
車
場
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

 
栃
木
県
奥
日
光
地
区
駐
車
場
設
置
及
び
管
理
条
例
（
平
成
８
年
栃
木
県
条
例
第
３
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 
別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

（
名
称
及
び
位
置
）

 

第
２
条

 
駐
車
場
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

 
名

 
 

 
称

？
 
？

位
 

置
？

 

略
 

華
厳
の
滝
第
二
駐
車
場

 
日
光
市

 

立
木
第
一
駐
車
場

 
日
光
市

 

立
木
第
二
駐
車
場

 
日
光
市

 

歌
ヶ
浜
第
一
駐
車
場

 
日
光
市

 

歌
ヶ
浜
第
二
駐
車
場

 
日
光
市

 

歌
ヶ
浜
お
も
い
や
り
駐
車
場

 
日
光
市

 

二
荒
山
神
社
南
駐
車
場

 
日
光
市

 

赤
沼
園
地
駐
車
場

 
日
光
市

 

  
（
利
用
期
間
及
び
利
用
時
間
）

 

第
２
条
の
２

 
駐
車
場
の
利
用
期
間
及
び
利
用
時
間
は
、
規
則
で
定
め
る
。

 

（
名
称
及
び
位
置
）

 

第
２
条

 
駐
車
場
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

 
名

 
 

 
称

？
 
？

位
 

置
？
 

略
 

華
厳
の
滝
第
二
駐
車
場

 
日
光
市

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
利
用
時
間
）

 

第
２
条
の
２

 
駐
車
場
の

 
 
 

 
 
 
利
用
時
間
は
、
規
則
で
定
め
る
。
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栃
木
県
条
例
第

3
6
号

 

 
 

 
 
栃
木
県
奥
日
光
地
区
駐
車
場
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

 
栃
木
県
奥
日
光
地
区
駐
車
場
設
置
及
び
管
理
条
例
（
平
成
８
年
栃
木
県
条
例
第
３
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 
別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

（
名
称
及
び
位
置
）

 

第
２
条

 
駐
車
場
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

 
名

 
 

 
称

？
 
？

位
 

置
？

 

略
 

華
厳
の
滝
第
二
駐
車
場

 
日
光
市

 

立
木
第
一
駐
車
場

 
日
光
市

 

立
木
第
二
駐
車
場

 
日
光
市

 

歌
ヶ
浜
第
一
駐
車
場

 
日
光
市

 

歌
ヶ
浜
第
二
駐
車
場

 
日
光
市

 

歌
ヶ
浜
お
も
い
や
り
駐
車
場

 
日
光
市

 

二
荒
山
神
社
南
駐
車
場

 
日
光
市

 

赤
沼
園
地
駐
車
場

 
日
光
市

 

  
（
利
用
期
間
及
び
利
用
時
間
）

 

第
２
条
の
２

 
駐
車
場
の
利
用
期
間
及
び
利
用
時
間
は
、
規
則
で
定
め
る
。

 

（
名
称
及
び
位
置
）

 

第
２
条

 
駐
車
場
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

 
名

 
 

 
称

？
 
？

位
 

置
？

 

略
 

華
厳
の
滝
第
二
駐
車
場

 
日
光
市

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
利
用
時
間
）

 

第
２
条
の
２

 
駐
車
場
の

 
 
 

 
 
 
利
用
時
間
は
、
規
則
で
定
め
る
。

 

別
表
（
第
６
条
関
係
）

 

１
 
普
通
利
用
の
場
合

 

駐
 
車

 
場

 
名

 
車
両
区
分

 
単

 
位

 
基

 
 

 
 

 
 
準

 
 
 

 
 

 
額

 

湖
畔
第
一
駐
車
場

 

華
厳
の
滝
第
一
駐
車
場

 

華
厳
の
滝
第
二
駐
車
場

 

赤
沼
園
地
駐
車
場

 

二
輪

車
 
１
台
１
回

 
利
用
時
間
が
、

1
5
分
間
ま
で
の
場
合
は
無
料
、

1
5
分
間
を
超
え
る
場
合
は

2
0
0
円

 

普
通
自
動
車

 
１
台
１
回

 
利
用
時
間
が
、

1
5
分
間
ま
で
の
場
合
は
無
料
、

1
5
分
間
を
超
え
る
場
合
は

5
0
0
円

 

大
型
バ
ス

 
１
台
１
回

 
利
用
時
間
が
、

1
5
分
間
ま
で
の
場
合
は
無
料
、

1
5
分
間
を
超
え
る
場
合
は

2
,
0
0
0
円

 

立
木
第
二
駐
車
場

 

歌
ヶ
浜
第
一
駐
車
場

 

二
輪

車
 
１
台
１
回

 
利
用
時
間
が
、

1
5
分
間
ま
で
の
場
合
は
無
料
、

1
5
分
間
を
超
え
る
場
合
は

2
0
0
円

 

普
通
自
動
車

 
１
台
１
回

 
利
用
時
間
が
、

1
5
分
間
ま
で
の
場
合
は
無
料
、

1
5
分
間
を
超
え
６
時
間
ま
で
の
場
合
は

5
0
0
円
、

６
時
間
を
超
え
る
場
合
は

1
,
0
0
0
円

 

大
型
バ
ス

 
１
台
１
回

 
利
用
時
間
が
、

1
5
分
間
ま
で
の
場
合
は
無
料
、

1
5
分
間
を
超
え
る
場
合
は

2
,
0
0
0
円

 

湖
畔
第
二
駐
車
場

 

二
荒
山
神
社
南
駐
車
場

 
普
通
自
動
車

 
１
台
１
回

 
利
用
時
間
が
、

1
5
分
間
ま
で
の
場
合
は
無
料
、

1
5
分
間
を
超
え
る
場
合
は

5
0
0
円

 

立
木
第
一
駐
車
場

 

歌
ヶ
浜
第
二
駐
車
場

 

歌
ヶ
浜
お
も
い
や
り
駐
車
場

 

普
通
自
動
車

 
１
台
１
回

 
利
用
時
間
が
、

1
5
分
間
ま
で
の
場
合
は
無
料
、

1
5
分
間
を
超
え
６
時
間
ま
で
の
場
合
は

5
0
0
円
、

６
時
間
を
超
え
る
場
合
は

1
,
0
0
0
円

 

 
２

 
共
通
一
日
券
を
利
用
す
る
場
合

 

車
両
区
分

 
単

 
位

 
基

 
準

 
額

 

二
輪

車
 
１
台
１
日

 
4
0
0
円

 

普
通
自
動
車

 
１
台
１
日

 
1
,
0
0
0
円

 

大
型
バ
ス

 
１
台
１
日

 
4
,
0
0
0
円

 

 
 
備
考

 

 
 

 
１

 
「
二
輪
車
」
と
は
、
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和

2
6
年
法
律
第

1
8
5
号
）
第
２
条
第
２
項
に
規
定
す
る
自
動
車
（
以
下
「
自
動
車
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
二
輪
で
あ
る
も

 

の
（
側
車
付
二
輪
自
動
車
を
除
く
。
）
及
び
同
条
第
３
項
に
規
定
す
る
原
動
機
付
自
転
車
を
い
う
。

 

 
 

 
２

 
「
普
通
自
動
車
」
と
は
、
自
動
車
（
二
輪
車
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
そ
の
高
さ
が

2
.
9
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
を
い
う
。

 

 
 
３

 
「
大
型
バ
ス
」
と
は
、
二
輪
車
及
び
普
通
自
動
車
以
外
の
自
動
車
を
い
う
。

 

 
 

 
４

 
「
普
通
利
用
」
と
は
、
１
回
の
利
用
を
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
共
通
一
日
券
を
利
用
す
る
場
合
以
外
の
も
の
を
い
う
。

 

 
 

 
５

 
「
共
通
一
日
券
」
と
は
、
１
日
の
間
随
時
に
複
数
の
駐
車
場
（
二
輪
車
又
は
大
型
バ
ス
で
利
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
湖
畔
第
一
駐
車
場
、
華
厳
の
滝
第
一
駐
車

 

場
、
華
厳
の
滝
第
二
駐
車
場
、
立
木
第
二
駐
車
場
、
歌
ヶ
浜
第
一
駐
車
場
及
び
赤
沼
園
地
駐
車
場
に
限
る
。
）
の
利
用
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
利
用
券
を
い
う
。

 

 
 

 
６

 
「
１
日
」
と
は
、
午
前
４
時
か
ら
翌
日
の
午
前
４
時
前
を
い
う
。

 

 
 

 
７

 
利
用
開
始
の
後
最
初
に
到
来
す
る
午
前
４
時
以
後
継
続
し
て
利
用
す
る
と
き
は
、
当
該
午
前
４
時
前
の
利
用
を
１
回
と
し
、
当
該
午
前
４
時
以
後
の
継
続
し
て
利
用
す

 

る
時
間

2
4
時
間
ま
で
ご
と
の
利
用
を
そ
れ
ぞ
れ
１
回
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 
 

 
 
附

 
則
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別
表
（
第
６
条
関
係
）

 

１
 
普
通
利
用
の
場
合

 

駐
 
車

 
場

 
名

 
車
両
区
分

 
単

 
位

 
基

 
 

 
 

 
 
準

 
 
 

 
 

 
額

 

湖
畔
第
一
駐
車
場

 

華
厳
の
滝
第
一
駐
車
場

 

華
厳
の
滝
第
二
駐
車
場

 

赤
沼
園
地
駐
車
場

 

二
輪

車
 
１
台
１
回

 
利
用
時
間
が
、

1
5
分
間
ま
で
の
場
合
は
無
料
、

1
5
分
間
を
超
え
る
場
合
は

2
0
0
円

 

普
通
自
動
車

 
１
台
１
回

 
利
用
時
間
が
、

1
5
分
間
ま
で
の
場
合
は
無
料
、

1
5
分
間
を
超
え
る
場
合
は

5
0
0
円

 

大
型
バ
ス

 
１
台
１
回

 
利
用
時
間
が
、

1
5
分
間
ま
で
の
場
合
は
無
料
、

1
5
分
間
を
超
え
る
場
合
は

2
,
0
0
0
円

 

立
木
第
二
駐
車
場

 

歌
ヶ
浜
第
一
駐
車
場

 

二
輪

車
 
１
台
１
回

 
利
用
時
間
が
、

1
5
分
間
ま
で
の
場
合
は
無
料
、

1
5
分
間
を
超
え
る
場
合
は

2
0
0
円

 

普
通
自
動
車

 
１
台
１
回

 
利
用
時
間
が
、

1
5
分
間
ま
で
の
場
合
は
無
料
、

1
5
分
間
を
超
え
６
時
間
ま
で
の
場
合
は

5
0
0
円
、

６
時
間
を
超
え
る
場
合
は

1
,
0
0
0
円

 

大
型
バ
ス

 
１
台
１
回

 
利
用
時
間
が
、

1
5
分
間
ま
で
の
場
合
は
無
料
、

1
5
分
間
を
超
え
る
場
合
は

2
,
0
0
0
円

 

湖
畔
第
二
駐
車
場

 

二
荒
山
神
社
南
駐
車
場

 
普
通
自
動
車

 
１
台
１
回

 
利
用
時
間
が
、

1
5
分
間
ま
で
の
場
合
は
無
料
、

1
5
分
間
を
超
え
る
場
合
は

5
0
0
円

 

立
木
第
一
駐
車
場

 

歌
ヶ
浜
第
二
駐
車
場

 

歌
ヶ
浜
お
も
い
や
り
駐
車
場

 

普
通
自
動
車

 
１
台
１
回

 
利
用
時
間
が
、

1
5
分
間
ま
で
の
場
合
は
無
料
、

1
5
分
間
を
超
え
６
時
間
ま
で
の
場
合
は

5
0
0
円
、

６
時
間
を
超
え
る
場
合
は

1
,
0
0
0
円

 

 
２

 
共
通
一
日
券
を
利
用
す
る
場
合

 

車
両
区
分

 
単

 
位

 
基

 
準

 
額

 

二
輪

車
 
１
台
１
日

 
4
0
0
円

 

普
通
自
動
車

 
１
台
１
日

 
1
,
0
0
0
円

 

大
型
バ
ス

 
１
台
１
日

 
4
,
0
0
0
円

 

 
 
備
考

 

 
 

 
１

 
「
二
輪
車
」
と
は
、
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和

2
6
年
法
律
第

1
8
5
号
）
第
２
条
第
２
項
に
規
定
す
る
自
動
車
（
以
下
「
自
動
車
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
二
輪
で
あ
る
も

 

の
（
側
車
付
二
輪
自
動
車
を
除
く
。
）
及
び
同
条
第
３
項
に
規
定
す
る
原
動
機
付
自
転
車
を
い
う
。

 

 
 

 
２

 
「
普
通
自
動
車
」
と
は
、
自
動
車
（
二
輪
車
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
そ
の
高
さ
が

2
.
9
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
を
い
う
。

 

 
 
３

 
「
大
型
バ
ス
」
と
は
、
二
輪
車
及
び
普
通
自
動
車
以
外
の
自
動
車
を
い
う
。

 

 
 

 
４

 
「
普
通
利
用
」
と
は
、
１
回
の
利
用
を
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
共
通
一
日
券
を
利
用
す
る
場
合
以
外
の
も
の
を
い
う
。

 

 
 

 
５

 
「
共
通
一
日
券
」
と
は
、
１
日
の
間
随
時
に
複
数
の
駐
車
場
（
二
輪
車
又
は
大
型
バ
ス
で
利
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
湖
畔
第
一
駐
車
場
、
華
厳
の
滝
第
一
駐
車

 

場
、
華
厳
の
滝
第
二
駐
車
場
、
立
木
第
二
駐
車
場
、
歌
ヶ
浜
第
一
駐
車
場
及
び
赤
沼
園
地
駐
車
場
に
限
る
。
）
の
利
用
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
利
用
券
を
い
う
。

 

 
 

 
６

 
「
１
日
」
と
は
、
午
前
４
時
か
ら
翌
日
の
午
前
４
時
前
を
い
う
。

 

 
 

 
７

 
利
用
開
始
の
後
最
初
に
到
来
す
る
午
前
４
時
以
後
継
続
し
て
利
用
す
る
と
き
は
、
当
該
午
前
４
時
前
の
利
用
を
１
回
と
し
、
当
該
午
前
４
時
以
後
の
継
続
し
て
利
用
す

 

る
時
間

2
4
時
間
ま
で
ご
と
の
利
用
を
そ
れ
ぞ
れ
１
回
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 
 

 
 
附

 
則

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
0
0
 
 

 
 

  
 

  
 

  
 

 
 

 

 
栃

木
県

条
例

第
3
7 
号

 
 

 
 

 
 
栃
木
県
次
世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
支
援
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

栃
木
県
次
世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
支
援
基
金
条
例
（
平
成

3
0
年
栃
木
県
条
例
第
７
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

附
 
則

 

 
 
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

 
（
交
通
政
策
課
）

 
 

 

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

（
設
置
）

 

第
１
条

 
宇
都
宮
市
及
び
芳
賀
町
が
実
施
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に

関
す
る
法
律
（
平
成

1
9
年
法
律
第

5
9
号
）
第
９
条
第
３
項
（
同
条
第
８
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
認
定
を
受
け
た
同
法
第
８
条
第
１
項
に
規
定
す
る
軌

道
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
同
法
第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
軌
道
運

送
高
度
化
事
業
を
支
援
し
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
を
促
進
す
る
た

め
、
栃
木
県
次
世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
支
援
基
金
（
以
下
「
基
金
」

と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。

 

（
設
置
）

 

第
１
条

 
宇
都
宮
市
及
び
芳
賀
町
が
実
施
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に

関
す
る
法
律
（
平
成

1
9
年
法
律
第

5
9
号
）
第
９
条
第
３
項
（
同
条
第
７
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
認
定
を
受
け
た
同
法
第
８
条
第
１
項
に
規
定
す
る
軌

道
運
送
高
度
化
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
同
法
第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
軌
道
運

送
高
度
化
事
業
を
支
援
し
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
を
促
進
す
る
た

め
、
栃
木
県
次
世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
支
援
基
金
（
以
下
「
基
金
」

と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。

 

 

 

 
 
こ
の
条
例
は
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

 
（
自
然
環
境
課
）

 
 

 

 

 


